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図 4 試作品【裏】 
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自然災害が増加している現状と、自身の興味から甲冑の製作教室へ通ったことをきっかけとし、防災と甲冑、 

更に現代の防具の知恵を組み合わせた新しい価値を持つ防災用品の提案を行う 
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１． 研 究 目 的 

近年は地震や水害に象徴されるように日本各所

で自然災害が多発している。土木等の大きな改修

が実施・検討されているが、個人レベルでの対応も

急務と考え、これを研究提案することとした。 

 

２．調 査 ・ 分 析 

 日本は自然災害が年々増加傾向にあり【1】、発生

件数は 5 年で約 2 倍となっている。これは日本の

地理上、複数のプレートが集まっていること、台風

の通り道であること、山河が多いことに加え、地球

全体の温暖化による気候変動の影響があると考え

られる。【2】一方で私たちは防災意識が薄い傾向が

ある。何かしらの防災対策をした人は 10 年で 10%

しか増加されていない結果があり、警報慣れ、時間

の経過が要因とされる。また、ある統計では「避難

時に初期対応を迅速さがない」と約 40%が回答され

ていた。【3】その中でも身を守る防具であるヘルメ

ットの普及率は現在でも 20%未満である。【4】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．コ ン セ プ ト お よ び ア イ デ ア 展 開  

 趣味で行っている甲冑製作の知識と経験を活か

し、防災を目的とした現代的な甲冑を生み出せな

いかと考えた。特に防災意識の薄い若者に向けて

「安全且つ迅速に避難」を行うため、ライフスタイ

ルの視点も加えた新しい防災用品の制作提案を目

指す。 

 

４．試 作 品 ・ 検 証  

  

 

 

 

 

 

 

形状は現代性を持ちながら古典的防具のイメー

ジも活かしたものとして、伊達政宗公の甲冑がモ

デルとなったスターウォーズのダースベーダーを

参考とした。加えて新素材を積極的に活用して、甲

冑と日常との間を目指した。そこで甲冑の技術や

工法を用いた設計で日常生活でも応用できるよう

な防災ヘルメットをデザインした。 

検証としてはヘルメットの国家検定規格に近い

環境を構築し強度実験を行った。 実験モデルは脳

と同じ堅さをもつ「かぼちゃ」を使用し、 損傷の

有無を基準とし、 校舎裏の 2 階から 1 階に落下さ

せた。（図 5) 
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図 5 強度実験を行った場所 
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図 6 落下後の試作物 
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５．今 後 の 展 開  

検証結果から衝撃性に弱かったこと、 全体的

にサイズが大き過ぎたこと、 甲冑要素が強くな

り過ぎてしまい日常ヘの溶け込みが薄くなってし

まっていることについて改善が必要であると考え

た。今後は衝撃性を高めるため緩衝材を加え、甲

冑の要素を形ではなく構造要素として取り入れる

方向性で研究を進める。 
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